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「二輪車利用の一層の普及を目指し、
各種活動を推進」
会　長　伊　東　孝　紳

　明けましておめでとうございます。皆様、良き年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　また、平素から、当協会の諸活動に多大のご理解とご支援、ご協力を賜り厚く御礼を申し上げます。

　新年に当り、当協会が本年取り組みます事業につきまして 5点ばかり申し述べたいと思います。

　第一は、「二輪車の安全運転普及活動」についてです。

　原付をはじめ二輪車乗車中の交通事故を抑止して二輪車利用の一層の普及を図るため、グッドライダーミー

ティングをはじめ高齢者、女性、高校生等に対する安全運転講習を計画的に推進して参ります。

　第二は、「二輪車安全運転全国大会 2019」の開催です。

　これまで全日本交通安全協会二輪車安全運転推進委員会の主催で開催されてきました二輪車安全運転全国大会

は、平成 29 年 8 月の第 50 回大会を最後に終了となりました。

　そこで、日本自動車工業会、4メーカー・販社と当協会に加えてオブザーバーとして全日本交通安全協会にも

参加していただき全国大会の開催について協議した結果、当協会が主催者となって本年 8月 3 日、4日の両日、

三重県鈴鹿サーキットにおいて「二輪車安全運転全国大会 2019」を開催することとなりました。

　関係機関・団体のご理解と温かいご支援、ご協力をいただきましてその趣旨に沿った大会として開催できるよ

う努めて参りたいと考えています。

　第三は、「二輪車の防犯活動」についてです。

　グッドライダー・防犯登録の一層の普及と登録実施を促進し、ユーザーの大切な二輪車の盗難被害の防止と盗

難に遭った場合の早期発見、被害回復を図り、安全、安心な二輪車利用の一層の普及に努めて参ります。

　また、昨年に引き続き、本年も 4月から 6月までの 3か月間、「グッドライダー・防犯登録普及促進月間」を

実施します。

　第四は、「利用環境の改善」及び「流通環境の整備推進」についてです。

　二輪車の駐車場整備等二輪車の利用環境の改善に向けて、関係機関に働き掛けるとともに、ユーザーに対し駐

車場利用啓発等を行ってまいります。また、グッドマナー ジャパンライダーズ宣言の推進を図って参ります。

　併せて自動車公正取引協議会への入会促進や二輪品質評価者講習会への受講を促進し「二輪車公正競争規約」

の普及を図って参ります。

　第五は、「楽しさを訴求するイベントの開催等」と「モーターサイクルスポーツの普及促進」を図って参ります。

　以上、当協会が取り組みます主な事業とその方針をご紹介いたしましたが、皆様方のなお一層のご理解とご支

援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　おわりに皆様の益々のご健勝とご活躍を心より祈念申し上げ新年のご挨拶といたします。

年頭の辞
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警察庁交通局長　北　村　博　文

　新年あけましておめでとうございます。

　皆様方には、平素から交通警察行政各般にわたりまして、格別の御理解と御協力を賜り、厚く御礼を申し上げ

ます。

　また、グッドライダーミーティング等による交通安全講習や各種交通安全啓発活動により、二輪車運転者に対

する交通事故防止及び交通安全意識の高揚に多大な貢献をされておりますことに、深く敬意と感謝の意を表する

次第であります。

　さて、平成 30 年中の交通事故情勢につきましては、死者数は 3,532 人で、警察庁が保有する昭和 23 年以降の

統計で最少となった前年を更に下回りました。これも皆様方を始めとする関係各位の御尽力のたまものであると

改めて感謝する次第であります。

　しかしながら、今なお多くの尊い命が交通事故で失われていることに変わりなく、また、昨年は原付乗車中の

死者が前年より増加するなど、交通事故情勢は厳しい状況にあります。

　こうした情勢を踏まえ、警察といたしましては、悲惨な交通事故を１件でも減少させ、政府が目標とする「世

界一安全な道路交通」の実現に向け、子供と高齢者の安全確保や高齢運転者の事故防止などを重点として、各界

各層と連携しながら、交通安全教育、交通指導取締り、交通安全施設等の整備、先端技術の普及活用等の諸対策

を着実に推進していくこととしております。

　現下の厳しい情勢の中で交通事故抑止の効果を上げるためには、警察と関係機関・団体が連携を一層強化し、

官民一体となって取り組んでいくことが不可欠と考えております。

　貴協会におかれましては、二輪車運転者の利用環境等の向上とともに、交通安全講習や交通安全啓発活動を一

層推進していただき、安全で快適な交通社会の実現に向け、今後とも御協力を賜りますようお願い申し上げます。

　結びに、貴協会のますますの御発展と皆様の御健勝、御多幸を祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただ

きます。

年頭の辞

「交通安全講習や交通安全啓発活動を
 一層推進し、安全で快適な交通社会を実現」
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二輪車安全運転全国大会2019

■目　的： 本大会は、二輪車運転者の安全運転技能と交通マナーの向上を図ることにより、二輪車の交通
事故を防止するとともに、二輪車の普及、安全利用を促進することを目的に開催します。

■主　催：一般社団法人日本二輪車普及安全協会
■後　援：警察庁、内閣府、文部科学省、一般財団法人全日本交通安全協会
 　一般社団法人日本自動車工業会、一般社団法人全国軽自動車協会連合会
 　一般社団法人全日本指定自動車教習所協会連合会
■協　力：三重県警察本部、一般財団法人三重県交通安全協会
■協　賛：一般社団法人日本自動車整備振興会連合会
 　一般財団法人日本モーターサイクルスポーツ協会
 　一般財団法人日本交通安全教育普及協会
■大会日程
　　2019年8月3日（土）
　　　12：00～12：30 　開会式［鈴鹿サーキット交通教育センター］
　　　13：00～16：00 　競　技［鈴鹿サーキット交通教育センター］
　　2019年8月4日（日）
　　　８：00～11：00 　競　技［鈴鹿サーキット交通教育センター］
　　　13：30～14：10 　表彰式［ホテルグリーンパーク鈴鹿］

■競技クラスとその競技車両
　⑴　高校生等クラス　　　競技車両　原付一種
　⑵　女性クラス　　　　　競技車両　原付二種
　⑶　普通二輪クラス　　　競技車両　普通二輪
　⑷　大型二輪クラス　　　競技車両　大型二輪
■競技種目
　⑴　法規履行走行　
　⑵　 技能走行：極小バランス、応用千鳥、

コーススラローム、ブレーキング、
コンビスラ

■出場資格
　各都道府県の交通安全協会等が開催する大会の成績優秀者で、大会会長
の推薦がある方。
　（各競技クラス１名）
　※ 都道府県大会等の情報については、各都道府県の交通安全協会等にお
訪ねください。

2018年5月27日
東京大会にてDクラス（50CC）

の競技

2019年8月3日(土)・4日(日)に
鈴鹿サーキット交通教育センターにて開催

2018年5月27日
東京大会にてＡクラス
（401CC以上）の競技

2018年5月27日
東京大会にて

競技前の指導員による模範走行

　皆様におかれましては、本大会を通じて、二輪車の安全利用の促進、マナー向上を多くの方々へ伝えていただ
きますようご支援ご協力をよろしくお願い致します。
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安全本部  安 全 普 及 部

　平成 30 年中の二輪車乗車中交通事故死者数では、自動二輪車による死者数は大きく減少したものの、近年減
少傾向にあった原付による死者数が増加しました。地域別でみると大阪府・奈良県・東京都において全交通事故
死者数に占める二輪車の割合が突出しています。このような状況を踏まえ、来年度の業務推進計画を策定します。

■グッドライダーミーティングの開催

　主に初心運転者等、二輪車の運転に不慣れで不安のあるライダーを対象として実施している体験型運転実技講
習会であるグッドライダーミーティング（以下「Gミーティング」という。）は、本年度、全国で 113 回の開催
を計画し、12 月末迄に 109 回を開催し（中止は 4回）、受講者総数は 3, 484 名でした。
　この中で本年度は、レディスミーティングを 11 回、高齢者を対象としたGミーティングを 1回開催しました。
実施に当たっては、警察（白バイ）、交通安全協会（二推）との連携・協力を例年にも増して進めることが出来
ました。
　来年度も、二輪車交通事故抑止を図るため、全県での開催と Gミーティングの実施、運営方法の標準化を目
指して開催して参ります。

具体的には、以下の事項を重点に取組みます。
　・交通事故死傷者の割合が高い、年齢層（若者・リターンライダー等）、初心運転者の参加を促進する。
　・販売店を経由した動員の強化と募集方法の最適化を図る。
　・女性の参加を促すために、現在よりも参加し易い環境整備を進める。
　・ Gミーティング指導員マニュアルに基づいた指導方法、講習内容を標準化する。
　　そのための各県指導員のレベルアップ研修会を実施する。
　・受講者アンケート調査の実施とその結果の分析を継続し、Gミーティングの内容改善に反映させる。
　・会場使用料、指導員への謝金等の標準化と受益者負担の原則に即した講習料金を検討する。

■高校生に対する安全運転教育の積極的推進

　日本二普協では、高校生の交通事故抑止に寄与するため、関係機関・団体と連携し、原付車両による通学を許
可されている生徒に対して運転実技講習を実施しています。これは交通ルールとマナーの習得及び運転技術の基
本とその向上を図ることにより、一般道において交通事故に
遭わない・起こさないためのポイント等の習得を目的とした
ものです。
　本年度、座学講習・運転実技講習を合わせて延 140 回で 3,754
人の生徒に対して実施する事が出来ました。
　来年度も、高校生の二輪車による交通事故の割合が高い県、
原付車による通学を許可されている生徒数の多い県から順に
講習を実施していきたいと考えています。

活 動 報 告

福岡県　八女高校
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　二輪車の盗難防止と盗難二輪車の早期発見、市場流通の防止、被害回復及び二次犯罪の防止を図るため、グッ
ドライダー・防犯登録（以下「G防登録」という。）及び二輪車盗難照会システムの普及促進を図っています。

■グッドライダー・防犯登録の推進

　平成 30 年中の G防登録件数は 235,223 件でした。G防登録が前年実績の 5％以上UPしたのは北海道・東京都・
群馬県・長野県・愛知県・滋賀県・愛媛県・長崎県で、前年比でUPしたのは、23 都道府県でした。
　平成 30 年度も、G防登録の減少に歯止めをかけ、G防登録の認知度向上と一層の普及促進を図るべく、平成
30 年 4 月 1 日（日）～ 6月 30 日（土）までの 3か月間「グッドドライダー・防犯登録普及促進月間」を実施し
ました。実績は 63,503 件（前年比 95.9％）となり前年比でUPはしませんでしたが、警察、卸販売会社、オート
バイ事業協同組合、機関・団体に対し、認知度向上も含めたG防登録制度の普及促進を図ることが出来ました。
　また、新たな取組みとして二輪車用品店にも G防登録実施の働き掛けを行い、㈱ 2りんかんでＧ防登録取扱
いのテストトライが開始されました。
　来年度も、前年度登録実績の 5％増を目標に、実績向上に引き続き取組んで参ります。
　具体的には、
　・ 都道府県オートバイ事業協同組
合に対するG防登録実施の働き
掛け。

　・ ㈱ 2 りんかんでのテストトライ
を踏まえた本格実施。

　・ G 防犯登録普及促進月間の実施
（2019年4月～6月の3ヶ月間）。

　・ G 防登録制度の普及促進に向け
た広報の強化。

　の事項を重点に取組みます。皆様
のご支援、ご協力をお願い致します。

■盗難照会システムの運用

　警察が保有する盗難二輪車情報の提供を受けて、販売店等が盗難車かどうかの確認が出来るようにするため、
二輪車盗難照会システムを運用しています。
　平成 30 年 12 月末時点での同年 1月からの二輪車盗難認知件数は 15,292 件、被害回復件数は 6,173 件となって
おり盗難認知件数の減少傾向が続いています。
　来年度計画している新たな取組みとしては、
　・オークション会場に、日本二普協ブースを設置し、盗難照会システムの紹介と利用の働き掛け。
　・各ブロック、支所においては、販売店に対する利用の働き掛け。
に取組みます。

安全本部　 G 防 推 進 部
活 動 報 告

Ｇ防普及促進月間ポスター 認知度向上のためのリーフレット
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流通環境本部  流 通 業 務 推 進 部
活 動 報 告

■二輪車駐車場の整備促進および利用促進
　本年度も、ユーザーから寄せられた二輪車駐車場整備要望を国交省や自治体へ届けするとともに、自治体への
自転車駐車場への自動二輪車受入れや二輪車駐車場整備をお願いするなど促進活動を行いました。
　「全国バイク駐車場案内」Web サイトに掲載している駐車場数は、新形態の時間貸駐車場の掲載、駐車場事業
者とAPI 連携を行った結果、12 月末時点で 13,242 件となり、前年末より 3,579 件増加しました。
　Web サイトの利用も訪問者数が１～ 12 月末時点で 2,566,616 件となり、前年末より 176,026 件増加しました。
　平成 29 年の全国の確認標章取付数（放置二輪車にステッカーが貼られた件数）は、147,517 件となり前年の
153,993 件に対して 6,476 件減少しました。平成 30 年 1 月～ 6月の確認標章取付数は 58,237 件で、前年同期に比
べ半年で 23,561 件もの減少となっています。
　来年度も、引続き信頼される駐車場検索Web サイトとして情報の精度・鮮度の維持を図りながら、国交省や
各自治体と情報共有しつつ課題があれば個別に対応し、観光地の自治体駐車場情報を網羅するなどユーザーの利
便性向上とマナーアップを図ります。

■二輪車通行規制区間のユーザーからの要望収集
　全国で二輪車に限って通行が規制されている区間は、新たに 10 区間が規制されたものの、25 区間で規制解除
となり 455 区間となりました。
　ユーザーからの要望は 2017 年 10 月～ 2018 年 9 月の 1 年間で 1,543 件が集まり、管轄の警察へお届けし情報
共有を行いました。
　来年度は、規制されている区間の多い東京都、埼玉県、栃木県、愛知県、石川県、大阪府、兵庫県、福岡県を
中心に規制理由を個別に確認し、更に効果的な事業展開を行う為の施策検討を行います。

■公正な二輪車取引の推進、二輪品質評価者（品質査定士）講習会の開催
　日本二普協主管の公取協会員（MC会員）は 12 月末現在、新規入会法人数は 397 社、廃業などの理由により
77 社が退会、合計 4,056 社となりました。（前年度 3,736 社 前年比 109％）
　二輪品質評価者講習会は、全国で 52 回を開催し、747 名が受講しました。また、未在籍店から 208 店 227 名
の受講がありました。
　eラーニング（インターネットを利用した講習）での受講者数は 287 名となりました。今後は更に公取協と連
携し、新規取得者も受講可能となる eラーニングの受講率を高める展開を図りながら、二輪品質評価者の在籍店
率 100％を目指し引続き取組みます。

■グッドマナー JAPAN RIDERS
　本年度は NEXCO 東日本・中日本・西日本が実施した「ツーリングプラン」にご協力を頂き、JAPAN 
RIDERS 宣言を申込み条件として頂いたことで大きく認知度向上につなげることが出来ました。平成 30 年 12 月
時点で JAPAN RIDERS Web サイトの訪問者数は 126,705 件で、累計 81,000 件の JAPAN RIDERS 宣言を頂き
ました。
　引き続き、来年度も新たに企画されるプラン等どタイアップしながら、JAPAN RIDERS の一層の認知度向上
と訴求効果を高めるための施策を展開し、ライダーのマナーアップを図ります。
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流通環境本部 モーターサイクルスポーツ推進部
活 動 報 告

■バイク月間

　「8月 19 日はバイクの日」及び「7 ･ 8 ･ 9 月はバイク月間」の認知度向上を目的に、バイクの安全と楽しさを
訴求する活動を積極的に推進しました。
　バイク月間の統一ロゴマークを制作し、団体及び卸販売会社での告知を実施しました。媒体告知を展開してい
る「8月 19 日　バイクの日新聞企画」では、読売新聞（東京本社版　公称 590 万部）1紙に絞り紙面だけでなく、
読売新聞オンライン（666 万 PV）にも掲載しました。本年度は新たな展開として検索サイトへのバナー広告を
実施した結果、バイク月間Web サイトのアクセス数は過去最高の訪問者数 172,335 件まで増加し、統一展開の
効果で成果を上げることが出来ました。また、読売新聞オンラインへのアクセスも8月19日から1か月で3,548PV
となりました。
　自工会と共催で開催したバイクの日「スマイル･オン 2018」は、東京・秋葉原で開催したことで動員につなが
り 14,000 名（前年 1,900 名）の来場者を集め、当日には自工会　豊田会長のサプライズ出演もあり多くのメディ
アの注目を集め盛況に開催することが出来ました。
　各ブロックでは、全国で 26 回のイベントに主催・後援・協力・出展を実施し、73,078 名の動員となり安全と
楽しさを訴求することが出来ました。
　本年度取組んだ各施策の効果検証を行い、来年度も効果的な施策を検討･実施します。

■モーターサイクルショーの開催、協力

　本年度も、大阪モーターサイクルショーを開催するとともに東京モーターサイクルショーへの協力を行い、日
本二普協ブースを出展し事業の訴求活動を行います。
　2019 年 3 月開催のチケットも既に発売中です。たくさんの方のご来場をお待ちしています。

■モーターサイクルスポーツの開催協力、運営

　MFJ やMFJ 加盟団体と協力しモーターサイクルスポーツの底辺層の維持拡大のため、各種全日本選手権の開
催や地方選手権活性化等、モーターサイクルスポーツの普及活動を推進しました。
　来年度の各種レース日程もすでに決まっています。詳しい日程はMFJ のWeb サイトでご確認下さい。
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平成30年度　陸運関係功労者表彰及び従事者表彰
　陸運関係功労者表彰及び従事者表彰は、自動車関係事業の販売、整備、運輸の各分野において多年精励され、
功績顕著である者を表彰する制度です。日本二普協では、二輪車関係事業の推薦団体として平成 25 年度から二
輪車業界の発展のために尽力された方々を推薦しています。 平成 30 年度は、国土交通省 自動車関係功労者大
臣表彰の受賞者 4名のほか、29 名の方が受賞されました。 引続き、二輪車業界のために、多年精励され、功績
顕著な方々を称え、更なる励みとなって頂けるよう、推薦して参ります。

埼玉運輸支局長表彰

神奈川運輸支局長表彰 長野運輸支局長表彰 静岡運輸支局長表彰

三重運輸支局長表彰 広島運輸支局長表彰

国土交通省大臣表彰を受賞された4名の皆様 中国運輸局長功労者表彰 四国運輸局長功労者表彰

関東運輸局長従事者表彰 東京運輸支局長功労者表彰

愛知運輸支局長長表彰



－ 10 －

日本二輪車普及安全協会ニュース　№122

平成29年度日本二普協より推薦した
陸運関係功労者表彰及び従事者表彰受賞者一覧

国土交通大臣表彰（功労者表彰）　４名
運　輸　局 支　　局 法　　　　人　　　　名 氏　　　　名
関　東 東　京 有限会社オクズミ 奥住　能男
関　東 山　梨 有限会社ミカサ商会 小野　秀樹
中　部 石　川 有限会社西部オート 南藤　誠一
中　部 愛　知 バイクショップ　有限会社ミズノ 水野　俊樹

運輸局長表彰（功労者表彰）　12名
運　輸　局 支　　局 法　　　　人　　　　名 氏　　　　名
関　東 東　京 サトウモーターサイクル株式会社 佐藤　公三
関　東 茨　城 山崎商会 山崎　秀雄
北信越 新　潟 ＳＢＳ長岡東 井口　清治
中　部 福　井 有限会社島田モータース 嶋田　誠一
中　部 岐　阜 モーターサイクルハウス 鈴木　純夫
中　部 愛　知 株式会社ウィング 和田　　剛
中　国 岡　山 株式会社フォレストン 森石　知治
中　国 山　口 三福輪業株式会社 中村　　勤
中　国 山　口 有限会社山本モータース 山本　裕一
四　国 愛　媛 有限会社オートサイクル谷口 谷口　盛久
四　国 愛　媛 有限会社サイクルオート二宮 二宮　豊和
九　州 福　岡 矢野ホンダブラザーズ 矢野　正勝

 
運輸局長表彰（従事者表彰）　2名
運　輸　局 支　　局 法　　　　人　　　　名 氏　　　　名
関　東 神奈川 有限会社エス・エム・エス 小川　　洋
中　部 愛　知 株式会社イトーＫＴ 加藤　晴久

 
運輸支局長表彰（功労者表彰）　11名
運　輸　局 支　　局 法　　　　人　　　　名 氏　　　　名
関　東 東　京 有限会社サイクルドッグたかはし 髙橋　正光
関　東 埼　玉 ホンダウィングトピック 土方　　功
関　東 神奈川 有限会社関輪業 関　　保二
北信越 長　野 有限会社上原モータース 上原　𠮷雄
北信越 石　川 有限会社ケーエムモータース 南　　喜義
中　部 静　岡 株式会社阿部モータース 阿部十四郎
中　部 愛　知 株式会社ホンダ販売カニエ 鈴木　徹夫
中　部 愛　知 中島モーター販売 中島　經巳
中　部 三　重 コダマ自転車モータース 児玉　清明
中　国 広　島 有限会社モトワークスセノオ 妹尾　拓志
中　国 山　口 有限会社山本モータース 山本　秀登

運輸支局長表彰（従事者表彰）　4名
運　輸　局 支　　局 法　　　　人　　　　名 氏　　　　名
関　東 神奈川 丸富オート販売株式会社 木曽　京子
中　部 静　岡 株式会社古橋商会 池本　　功
中　部 静　岡 有限会社エルドラード浜松 本多　　孝
中　部 愛　知 有限会社モトハウス 大竹　重孝
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　都府県地区支所会長・事務局長会議の開催に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。
　皆さんには、それぞれの都府県地区において二輪車ユーザーの安全、防犯の確保、流通環境の整備等に日々精励さ
れ、所期の成果を収めていただいていることに、敬意と謝意を表する次第であります。
　さて、先にご連絡いたしましたように、当協会は来年度から二輪車安全運転全国大会を主催者として実施致しま
す。
　ご承知のとおり、二輪車安全運転全国大会は全日本交通安全協会二輪車安全運転推進委員会の主催で実施されて
きましたが、全日本交通安全協会の諸般の事情により、昨年の50回大会後に終了となりました。
　この全国大会の終了が伝えられて間もなく十数県の交通安全協会は、県大会を実施しないことを決定しており、ま
た、本年の県大会を実施するとした県の中にも、来年の実施は分からないとする県が出てくるなど、今後実施県が減
少に向かう兆しが顕著に表れてきました。
　県大会は全国大会と相まって、二輪車の安全運転技能やマナーの向上を図り、交通事故を防止するとともに、出場
者の中から、安全運転講習の指導者や教習所の指導員となる者を輩出するなど、各都道府県における二輪車の安全運
転の普及上極めて大きな役割を果たしてきました。
　そこで、何とかしてこれまで通り全都道府県において県大会が実施されるようにしていくことが必要であります
ので、県大会実施の大きな目標となっている全国大会を当協会が実施することと致しました。
　したがって、特に本年県大会が実施されなかった県に対し、当協会が実施する全国大会の趣旨は、これまでの全国
大会と同趣旨で、当協会と全日本交通安全協会が主催者と後援者の入れ替わりをしましたが、組織体制もほぼ同様
で、大会内容はより充実したものとしており、表彰内容もこれまでと同様であることをよく説明していただき、来年
は必ず県大会を実施し、全国大会に参加いただくよう、支所会長さんと事務局長さんが連携して、強く働き掛けをし
ていただきたいと思っております。よろしくお願い致します。
　この他の業務につきましては、概ね順調に推移しておりますが、本年度も未だ３分の１の期間が残っておりますの
で、各業務の効果的かつ的確な実施に努め、実績の向上が図られることを願っております。
　二輪車を取り巻く諸情勢が大変厳しい中、皆さんには、日々、何かと御苦労も多いことかと思いますが、二輪車ユー
ザーの利用の輪が広がり、より安全で快適なバイクライフを享受していただけるよう、関係機関団体との緊密な連携
の下に、引き続き各種活動を積極的に展開していただきますようお願いいたします。
　終わりになりましたが、本日ご出席の皆さんの一層のご活躍を祈念いたしまして私の挨拶とさせていただきます。

会　長　伊東　孝紳

各業務の効果的かつ的確な実施に努め、
実績の向上が図られることを願います。

　去る平成30年12月4日(火) アルカディア市ヶ谷で、都府県地区支所会長・事務局長会議
を開催しました。
　会議では「平成31年度業務推進計画」について説明を行った後に、「平成30年度活動推進
状況」について担当部門ごとに報告を行い、各事業活動推進の方向性と課題を共有化しました。

都府県地区支所会長・事務局長会議を開催

会 長 挨 拶
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　ただいまご紹介いただきました、警察庁運転免許課の早川でございます。
　会議にあたりまして、一言、ご挨拶を申し上げます。
　先ほど、二輪車の交通安全普及活動とグッドライダー防犯登録制度の普及促進に多大な貢献をされました御功
績により、受賞されました皆様に心よりお祝いを申し上げます。
　また、本日御参会の皆様には、日頃から警察活動各般にわたり、深い御理解と御協力をいただき誠にありがと
うございます。皆様方には、二輪車の交通安全活動と防犯活動に御尽力されておりますことに感謝申し上げます。
　今年も 12 月となりまして、１年で最も大変な時期になっておりますが、交通事故情勢について申しますと、
事故死者数、事故件数ともに昨年と比較して減少しております。
　また、原付を含めた二輪車乗車中の事故死者数、事故件数ともに昨年と比較して減少しており、情勢的には良
い状況で推移しております。
　しかし、若干気になる部分としましては、10 月末現在ではありますが、原付乗車中の死者数が 170 人と前年
同期と比較して 23 人増加しており、その死者数の半数以上を 65 歳以上の高齢者が占めております。
　二輪車事故の一層の減少のため、今後とも皆様方と連携をしながら、色々な形で取り組んで参りたいと思いま
すので是非とも御協力をお願いいたします。
　今年を振り返りますと、課題でありましたＡＴ小型限定普通二輪免許の教習時間の制限緩和ということで、道
路交通法施行細則の一部が改正され、早ければ教習を２日間で修了し、可能であればその日のうちに技能検定が
できるという新制度が本年７月から開始されました。
　しかしながら、10 月末現在で新制度を利用した人は 70 名でした。今後、新制度の利用者はまだまだ増えるの
ではと思っております。
　二輪車の安全を確保しつつ、この新制度を活用してＡＴ小型限定普通二輪免許を取得できる選択肢が増えたこ
とから、新制度を周知することは重要であると思っております。
　皆様方も色々な機会における周知に努めていただきますようお願い申し上げます。
　最後になりますが、本日、御参会の皆様方の御発展と御多幸を祈念申し上げまして、私の挨拶とさせていただ
きます。

警察庁 交通局 運転免許課長　早川　智之

二輪車の安全を確保しつつ、ＡＴ小型限定普通二輪免許を取得
できる選択肢が増えたことから、新制度を周知することが重要

来 賓 ご 挨 拶
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優優優優優優 良良良良良良販販販販販販 売売売売売売店店店店店店111113333355555店店店店店店

平成30年度 日本二普協会長表彰

　平成 30 年 12 月 4 日（火）に開催した都府県地区支所会長・事務局長会議の席上「平成 30 年度 日本二普協 
会長表彰」の表彰式を行いました。優良地域団体 35 団体、グッドライダー・防犯登録制度推進 優良販売店 135
店が表彰となりました。代表として４名の方に、ご出席をいただいて表彰式を行い、伊東会長より表彰状が授与
されました。

　【優良地域団体代表　２団体】
　　　小平二輪車安全普及協会　会長　鈴木　　曻　様
　　　西新井二輪車安全普及協会　会長　山中　君子　様　　　
　【グッドライダー・防犯登録制度推進 優良販売店代表　２店】
　　　モトフィールドドッカーズ東京本店　大前　雅春　様
　　　株 式 会 社 志 野　篠　　孝一　様

優優優優優優良良良良良良地地地地地地域域域域域域団団団団団団体体体体体体333335555団団団団団団体体体体体体 ををををををを表表表表表表表彰彰彰彰彰彰彰

モトフィールドドッカーズ東京本店
大前　雅春　様

株式会社志野
篠　孝一　様

小平二輪車安全普及協会
鈴木　曻　様

西新井二輪車安全普及協会
山中　君子　様

受賞者代表との記念撮影
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都府県地区名 地　　域　　団　　体　　名 代 表 者 氏 名

青　　　森 八戸地区二輪車普及安全協会 紫　葉　弘　道

岩　　　手 岩手県二輪車安全普及協会　ブロック会　花巻支部 田　中　淸　也

宮　　　城 宮城県二輪車普及安全協会　中央南ブロック会 大　友　克　人

山　　　形 鶴岡地区二輪車普及安全協会 遠　藤　和　夫

福　　　島 福島県二輪車普及安全協会　相双支部 門　馬　宏　之

東　　　京
西新井二輪車安全普及協会 山　中　君　子

小平二輪車安全普及協会 鈴　木　　　曻

埼　　　玉
東入間地区二輪車安全普及協会 上　野　利　勝

草加・八潮地区二輪車安全普及協会 森　井　幸　廣

神　奈　川
横須賀二輪車安全普及協会 森　　　雄　一

相模原二輪車安全普及協会 平　野　憲一郎

静　　　岡 静岡県浜松地区二輪車普及安全協会 杉　本　達　雄

愛　　　知 愛知県二輪車普及安全協会　瀬戸支部 伊　藤　達　也

三　　　重 三重県二輪車普及安全協会　桑名支部 岡　田　文　明

大　　　阪

枚方・交野地域二輪車安全普及協会 中　田　耕　司

堺地域二輪車安全普及協会 青　木　信　晴

城東地域二輪車安全普及協会 渡　邉　清　和

和　歌　山 和歌山東地域二輪車安全普及協会 丸　谷　　　昌

鳥　　　取 西部地域二輪車安全普及協会 青　戸　　　亨

島　　　根 安来地域二輪車安全普及協会 細　田　耕　二

岡　　　山 津山地域二輪車普及安全協会 久　間　慶　夫

広　　　島
呉地区二輪車安全普及協議会 台　信　　　寿

福山西地区二輪車安全普及協議会 佐　藤　利　行

山　　　口 岩国ブロック 鍵　本　唱　章

徳　　　島 徳島県徳島東二輪車普及安全協会 國　見　　　力

愛　　　媛 愛媛県大洲二輪車普及安全協会 二　宮　豊　和

高　　　知 高知県高知南二輪車普及安全協会 裏　正　　　一

福　　　岡 筑後地区二輪車普及安全協会 樋　口　義　實

長　　　崎 大村地区二輪車普及安全協会 石　本　和　幸

熊　　　本 熊本東地区二輪車普及安全協会 佐　藤　　　誠

大　　　分 別府地区二輪車普及安全協会 牧　　　　　保

宮　　　崎 延岡地区二輪車普及安全協会 坂　本　今朝利

鹿　児　島
日置地区二輪車普及安全協会 田　代　幸　次

鹿屋地区二輪車普及安全協会 時　吉　隆　司

沖　　　縄 浦添支部 金　城　博　司

優 良 地 域 団 体
計35団体（順不同・敬称略）
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グッドライダー・防犯登録制度推進優良販売店
計13５店（順不同・敬称略）

都府県地区名 店　　　　　　　　　　名 代表者氏名

札　幌 カワサキプラザ札幌白石 岸　本　將　平

旭　川 モトハウスケンケン 森　川　健　二

青　森

ＹＳＰ八戸 三　浦　健　至

ＹＳＰ青森 成　田　真知子

有限会社ブルーフォーレスト 中　村　卓　三

岩　手

サイクルセンター山口輪店 緑が丘店 山　口　秀　輝

株式会社花巻オート 照　井　清　美

オートセンター山口 山　口　和　久

宮　城

カワサキプラザ仙台六丁の目 早　坂　　　理

MOTOTEC－R4 横　江　幸　二

ホンダ宮城販売株式会社 モトライヴ02 大　友　克　人

秋　田
有限会社佐藤モーターサイクル桜店 佐　藤　俊　二

株式会社ホンダハート 小　塚　弘　志

山　形

ホンダドリーム酒田 荒　生　和　人

ライダーショップナカノ 中　野　義　男

菅輪店 菅　　　伸　英

福　島

有限会社菊田モータース 菊　田　洋　一

ハーレーダビットソン福島 矢　吹　正　敏

佐々木輪業商会 佐々木　光　博

東　京

株式会社志野 篠　　　孝　一

モトフィールドドッカーズ東京本店 岡　本　章　弘

有限会社テイクオン 塚　本　　　勝

茨　城

有限会社木村輪業 木　村　　　茂

バイカーズステーションソックスつくば店 大　石　聖　児

コバヤシモーターサイクル 小　林　義　男

栃　木
ホンダドリーム宇都宮 岡　　　康　夫

バイカーズステーションソックス宇都宮店 大　石　聖　児

群　馬

バイカーズステーションソックス大泉店 大　石　聖　児

ホンダドリーム中央前橋 五十嵐　孝　光

有限会社カワサキファクトリースカイロード 長　井　孝　志

埼　玉

バイカーズステーションソックス大宮店 大　石　聖　児

モトフィールドドッカーズ埼玉戸田店 岡　本　章　弘

バイクセンター草加 吉　本　孝　二

都府県地区名 店　　　　　　　　　　名 代表者氏名

千　葉

バイカーズステーションソックス柏沼南店 大　石　聖　児

バイクセンター柏 吉　本　孝　二

ホンダドリーム松戸 鶴　川　　　弘

神奈川

YOKOHAMAセラビィ 小　川　　　司

丸富オート販売株式会社国産車センター店 長　田　憲　治

バイクセンター川崎店 吉　本　孝　二

新　潟

バイカーズステーション新潟中央店 大　石　聖　児

有限会社SBS青山 小　俣　　　章

有限会社ホンダウィングイヌイ 乾　　　登志夫

山　梨

有限会社ミカサ商会 小　野　弘　樹

バイクヴィレッジアトム 曾　根　隆　二

ホンダウイングPORT 吉　田　郁　男

長　野

ホンダドリーム長野 小　林　邦　博

株式会社バイクショップサイトウ 松　田　裕　次

駒ケ根モータース 曲　淵　武　男

静　岡

株式会社川島モータース 川　嶋　登志久

合同会社バイクショップ純 鈴　木　伊智一

有限会社バイクショップ金時屋 小見山　　　守

富　山

YSP富山中央 酒　井　克　宗

YSP富山東 叶　井　　　廉

SBS富山合同会社 稲　垣　雅　明

石　川

MOTOR　HOUSE　BIKE　ON　田上店 片　岡　匡　史

有限会社城北カワサキ 山　本　　　正

有限会社西部オート 南　藤　誠　一

福　井

株式会社バイクガレージ福井 出　口　幸　宏

株式会社ホンダ販売敦賀 中　河　義　博

有限会社バイクハウス　赤い3輪車 小　林　幸　広

岐　阜

ＹＳＰ各務原東 堀　尾　明　宣

竹村輪業 竹　村　千奈美

オートパレスKEN 兒　玉　　　健

愛　知

バイカーズステーションソックス天白店 大　石　聖　児

ホンダドリーム豊田 和　田　　　剛

カワサキ プラザ名古屋緑 山　田　晃　久
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都府県地区名 店　　　　　　　　　　名 代表者氏名

三　重

バイカーズステーションソックス四日市店 大　石　聖　児

カワサキ プラザ桑名 今　西　　　崇

有限会社伊藤商会 伊　藤　幸　子

滋　賀

バイカーズステーションソックス滋賀草津店 大　石　聖　児

有限会社ナカキホンダ 中　村　武　臣

有限会社Captain 川　波　大　介

京　都

株式会社レオタニモト　本店 谷　本　将　崇

岡島モータークラブ 岡　島　　　誠

MOTO STYLE 森　　　秀　樹

大　阪

有限会社モーターサイクルパル 大　野　圭　央

有限会社アルファオート枚方店 深　澤　　　純

有限会社ガレージアイカロッツェリア 今　村　成　治

兵　庫

株式会社エナジーモータースタイル　本店 大久保　　　彰

カワサキプラザ神戸垂水 森　田　優　治

カワサキプラザ明石 藤　﨑　誠　一

奈　良

バイカーズステーションソックス奈良店 大　石　聖　児

YOUSHOP亀谷 亀　谷　孝　一

オートショップイナムラ西奈良 稲　村　光　則

和歌山

ホンダドリーム和歌山 林　　　英　成

のりものセンター和佐 和　佐　国　男

山下モータース 山　下　和　彦

鳥　取
有限会社ライダーズスポットムラタ 村　田　守　孝

有限会社広瀬オートサービス 廣　瀬　晃　一

島　根

バイクショップマルティ松江店 田　中　昌　昭

有限会社浜田ホンダ 濱　田　富　弘

有限会社レーシングショップアツタ 熱　田　勝　則

岡　山

有限会社戸田屋モータース 戸　田　智　也

株式会社スカイピット 宮　尾　和　弘

株式会社小見山モータース 小見山　　　豊

広　島

株式会社広島オートバイ販売出汐店 小笠原　　　真

株式会社桜井サイクルセンター熊野店 櫻　井　正　一

株式会社ライダースショップ広島 加　藤　松　信

山　口

ホンダドリーム山口 桑　原　健　一

三福輪業株式会社麻里布店 上　村　達　美

フジヤマサイクル 藤　山　幸　男

都府県地区名 店　　　　　　　　　　名 代表者氏名

徳　島

有限会社インディーズ 山　口　裕　治

有限会社山橋商会 山　橋　諄　亮

株式会社藤岡輪業商会 藤　岡　雅　彦

香　川

バイカーズステーションソックス高松店 小　室　英　一

株式会社BSP高松 相　川　捷　夫

株式会社BSP丸亀 高　木　健　司

愛　媛

有限会社タクボ 田　窪　竜　太

高橋商会 高　橋　孝　仁

谷口商会 谷　口　幸　治

高　知

有限会社オートショップ　チャレンジ 裏　正　　　一

バイクランド鴨部 坂　本　泰　久

株式会社瀬戸ホンダ高橋商会 高　橋　祐　司

福　岡

オートランド福岡 楠　　　秀　雄

カワサキプラザ福岡西 白　石　貴　司

YSP筑紫 門　松　秀　明

佐　賀 YSP佐賀 門　松　秀　明

長　崎

HONDA DREAM長崎 村　上　順　三

グリーンス・パーク 田中 田　中　文　春

有限会社池田モータース長与店 池　田　雄一郎

熊　本

有限会社バイクショップアール 山　野　和　明

クラオカオートサービスAMUSE 倉　岡　　　彰

前田商会 前　田　弘　志

大　分

ホンダドリーム別府 楠　瀬　正　治

小野商会 小　野　政　弘

有限会社小川コンペティション 小　川　智　志

宮　崎

株式会社ユアサモータース 湯　浅　隆　之

有限会社東洋モータース 高　間　智　弘

二輪工房KENT 榮　留　健　一

鹿児島

有限会社福盛モータース 福　盛　光　政

有限会社オートショップ ナカノ 中　野　光　徳

オートショップ野元 野　元　　　勉

沖　縄

バイクショップ　ユナイト 宮　里　　　綾

若松オート 伊　智　　　肇

ホンダ販売NAK 野　口　　　望
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表 彰 の 伝 達表 彰 の 伝 達

鳥取県西部地域二輪車安全普及協会
会長　青戸　亨様

有限会社広瀬オートサービス
代表取締役社長　廣瀬　晃一様

島根県安来地域二輪車安全普及協会
会長　細田　耕二様

有限会社レーシングショップアツタ
代表取締役社長　熱田　勝則様

有限会社浜田ホンダ
代表取締役社長　濱田　冨弘様

岡山県津山二輪車普及安全協会
会長　久間　慶夫様

株式会社スカイピット
代表取締役社長　宮尾　和弘様

代理受賞　ホンダドリーム山口
徳山ブロック代表　村田　憲彦様

広島県 福山西地区二輪車安全普及協議会
会長　佐藤　利行様

広島県G防犯登録制度優良販売店表彰 静岡県　川島モータース 静岡県　浜松地区二輪車普及安全協会

受賞された皆様にそれぞれの支所から表彰状と副賞が伝達されました。
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会議終了後、意見交換会が行われました。

会長　伊東　孝紳

意 見 交 換 会

　伊東でございます。
　意見交換会の開催にあたり一言ご挨拶を申し上げます。
　本日は、警察庁の早川運転免許課長様をはじめ警察庁、経済産業省の皆様には、ご多忙中にもかかわらずご出
席を賜り、誠にありがとうございます。
　また、先ほど、優良地域団体及びグッドライダー防犯登録制度推進優良販売店として表彰を受けられました皆
様に、重ねて心よりお祝いとお礼を申し上げます。
　さて、本日は先程の会議でいろいろと話がありましたが、まず１つ、早川運転免許課長様からもありました通
り、せっかく変えた二輪車の免許制度であります。これを業界として、団体として活かさない手はないです。そ
ういった意味ではまだまだ認知度が足りないと感じておりますので、皆様のご協力をいただき、この免許制度を
活用して二輪車の愛好家を増やす取組みを推進して行きたいと思います。
　そしてもう１つ、良かったなと思いますのは、二輪車安全運転全国大会が１年のギャップが出ましたが、何と
か来年開催にこぎつけることが出来たということです。今までずっと続けてきた素晴らしい大会で、二輪車の安
全普及活動、ライダーの育成、指導者の育成、そのような意味では非常に大事な大会です。これが開催出来るよ
うになりました。これを何とか成功させたいと思います。皆様のご協力を仰ぎたいと思っております。
　本日は、日頃忙しくこのように集まる機会も少ない中、折角このようにお集り頂きましたので、この意見交換
会を充分に活用して頂いて懇親を深めていただきたいと思っております。
　終わりに、本日ご参集の皆様のご多幸とご健勝、そして二輪車事業の発展を祈念致しまして、私の挨拶とさせ
ていただきます。ありがとうございました。

会 長 挨 拶

皆様の協力で二輪車の愛好家を増やす取組みを推進して行きたい
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　警察庁生活安全企画課犯罪抑止対策室長の中村でございます。
　まずもって今日この場に来させていただいて感じましたのは、お見かけしますに私より人生の先輩である方々
が多くいらっしゃるようです。立場上このようなご挨拶を申し上げる立ち位置にはおりますけれども、まだまだ
諸先輩方からしますと若輩だと考えておりますので、縁あって仕事を通じてこういった形で出会うことが出来ま
したので、今後ともぜひお見知り置きいただければと思います。
　本日は日本二輪車普及安全協会の意見交換会にお招きいただきまして誠にありがとうございます。
　平素より会員の皆様方におかれましては、盗品売買等防止団体としての活動など警察行政各般にわたり、ご理
解とご協力を賜り改めてこの場で厚く御礼を申し上げます。
　さて、せっかくですので硬い話もさせて頂きます。近年の犯罪情勢を見ますと刑法犯認知件数は 15 年間連続
して減少してきております。皆様方ご承知かと思いますけれども、昨年は戦後最小となる約 91 万件にまで減少
してきております。
　他方犯罪の内訳を見ますと、以前として盗犯が全体の 7割以上を占め、厳正な取締りを進めるだけではなくて、
ここにおられる皆様方と連携させて頂いた上での犯罪対策、盗品対策というものが重要な点につきましては、何
ら変わりない状況にあります。
　2020 年には東京オリンピックの開催を控える中、警察と致しましては我が国が掲げる「世界に誇る良好な治
安の確保」に今後も全力で取組んでいく所存でおりますので、皆様方におかれましても、今後も変わらぬご理解
とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。
　結びに、貴協会の益々のご発展と、ご列席の皆様方のご健勝、今後の益々のご多幸を祈念いたしまして、私の
挨拶とさせていただきます。
　今後とも、特に私より人生の先輩の方々からは、ご指導いただければと思います。よろしくお願い申し上げます。

警察庁 生活安全企画課 犯罪抑止対策室 室長　中村　真二

皆様方と連携した犯罪対策、盗品対策と
いうものが重要

来 賓 ご 挨 拶

西新井二普協会長
 山中 君子 様より

ご挨拶

　本日はこのような素
晴らしい表彰式を開催
していただきまして本
当にありがとうござい
ます。西新井はもう30
年以上安全運転講習会
をやってきまして、こ
れからも事故の無いよ
うに講習会を続けて行
きたいと思います。



－ 20 －

日本二輪車普及安全協会ニュース　№122

　年頭にあたり、警察庁 北村博文交通局長様より、当協会の交通安全活動に対する御礼の挨拶状を頂きました。

警 察 庁 交 通 局 長 か ら の 挨 拶 状
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統計1　都道府県別二輪車乗車中死者数（平成30年12月末）
平成30年１月～12月の二輪車乗車中の死者数は613人で前年同期比19人 3.0%の減少でした。車種別では、自動二輪乗車中の
死者数が401人で前年同期比47人 2.6%減少、原付車乗車中死者数は212人で28人 15.2%増加となりました。



－ 22 －

日本二輪車普及安全協会ニュース　№122

統計２　グッドライダー・防犯登録状況（平成30年12月末現在）
平成30年1月～12月の累計実績は235,223件で前年同期比1,985件 100.9%の増加となりました。
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統計３　二輪車盗難認知及び被害回復状況（平成30年12月末現在）
　平成30年1月～12月の盗難認知件数は15,292件で前年同期比4,894件　24.2%の減少でした。
　また、被害回復件数は6,173件で被害回復率は40.4%となりました。
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